
別紙 

第１４回全体会：条例に盛り込むべき事項に関するグループワーク結果（テーマ：参加と協働） 

班 情報公開 参加制度 協働の仕組み 

Ａ ・ 行政は住民が求める情報を積極的に公開 

 わかりやすく 

 迅速に 

 正確に（ありのまま） 

→住民にとってのデメリットも含めて 

・ 決まってからでなく計画段階から公開 

・ 計画段階から住民が意見を出せる仕組み 

・ 複数の方法で住民の意見を聴く仕組み 

・ 原則として審議会の公募は必ずする 

・ 住民懇談会で住民の意見を聴く 

・ 気軽に住民が意見を言える場 

・ 行政や議会の役割・責任を明確化ずるだけでなく、住民

もまちづくりに積極的に関わっていく責任があるというこ

とを住民が意識する。 

Ｂ ・ 町民が”考えられる”情報 

・ 公的な物の存在意義も考えられる情報 

・ 第３セクターの問題と予算の流れ⇒今後の展望 

・ 光による「議会中継」（タイムリー＆録画） 

・ 地域の問題点・地域文化を伝える情報 

・ 経営状況の情報公開（決算～予算） 

・ 公立病院の存在意義民間医療との差別化等を把握できる情

報を発信していく 

・ 課題分析⇒中長期改革プラン（構想） 

・ 保育施設等の状況民間保育機関との 

・ 現在のスーパー「議会だより」”Ｑ＆Ａ”、”人” 

 

① 予算書などだけではなく今ある問題とその問題に対する解

決策をみんなに知らせる 

② 住民目線で内容を明確に 

③ 医療費が高いという 本当中身、内容を理解、認識できる

内容の情報であるべき 

 

○ 町民目線の内容 

○ 課題分析と中長期改善計画 

・ にしわがオリンピック 

・ 議会傍聴（子ども（小中高）等も聴きやすいシステム） 

・ 予算づくりへの町民参画 

・ にしわがサミット 

・ にしわが２ｃｈ 

・ 世代間しゃべり場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 町民が集う場を民意で設ける 

○ 地区のコミュニティーが高まる 

・ 官主導の三者座談会（町づくり） 

・ 三者の役割の明確化（責務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 知りたい情報を得てまちづくりの参加意識が高まり各々

の役割を認識・明確化 

Ｃ １ 請求を待つのではなく積極的に情報公開する 

２ 公民館に町の情報を整えておく（情報開示） 

３ 必要な情報をタイムリーに発信する 

４ 中身の見える予算説明会を開催する 

５ 補正予算の説明をする 

６ 光ファイバーを有効活用する 

〔しくみ〕 

・ 住民が町政に対し意見を述べる場を制度化する 

・ 住民提案制度を設ける 

・ 集落ごとに町に対し要望する会を開催 

・ 町の課題について住民も共有し意見も聴く 

・ テーマ別の町民会議を設置し提言を行う 

 

〔参加促進策〕 

・ 町は活躍している人材を把握し審議会への参加を呼びかける 

・ 町は潜在的な人材を掘り起こす 

・ 若者の参加意識を育て機会を提供する 

・ 西和賀ならではのもっと話のできるしくみをつくる 

〔前提〕 

１ めざす方向性の共有化 

２ わかりやすい目標設定と共有化 

３ 三者の役割（住民、行政、議会）の明確化 

 

〔三者協働のしくみ〕 

・ 住民と議会、行政がもっと話のできる仕組みをつくる 

・ 課題別の三者協議の会議を設置する 

 

〔協働推進策〕 

・ やる気のある住民団体を支援するしくみづくり 

・ 農業者と観光業者との連携を行政が支援する 

・ 職員が職員の立場で地域とかかわるしくみづくり 



 


